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第 1回 「人生いばらの道、されど宴会」 

 

私にとって、「人生いばらの道、されど宴会」*1は、人生の基軸である。「心

がけにより 逆境も 順境とされる」*2,「全力を尽くして、あとのことは 心の

中で そっと心配すれば 良いのではないか。 どうせ なるようにしかならない

よ！」*3の実践でもある。 これが、「がん哲学外来」での、多数の患者さん、ご家族

からの学びである。「悩む者には 毎日が不吉の日であるが、心に楽しみのある

人には 毎日が宴会である。」*4が、「人生いばらの道、されど宴会」の原典で

あろう。 
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